
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライオンズクラブ国際協会 336-Ｄ地区 

次期キャビネット事務局 

 

２０１９-２０２0 年 

総合資料 
 

●開催日：2019年 5月 18日（土） 

●日 程：登 録 受 付／12：00～12：30 

準 備 会／12：30～13：30 

全員研修会／13：35～15：25 

分科研修会／15：45～16：45 

全員研修会／16：50～18：00 

懇 親 会／18：10～20：00 

 

●会 場：出雲ロイヤルホテル 
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氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

1 竹下
た け し た

　雅雄
ま さ お

地区常任名誉顧問 萩 〇 〇 〇 禁

2 加藤
か と う

　哲夫
て つ お

地区名誉顧問 出雲中央 〇 〇 ― ―

3 光貞
みつ さだ

　正明
ま さ あ き

地区名誉顧問 岩国錦 〇 〇 〇 禁

4 山根
や ま ね

　　健
けん

地区名誉顧問 防府 〇 〇 〇 禁

5 大野
お お の

　美
よ し

雄
お

ＧＬＴコーディネーター 松江 〇 〇 〇 禁

6 山崎
や ま さ き

もとみ ＦＷＴコーディネーター 大田 〇 〇 ― ―

7 今井
い ま い

　久
ひ さ

師
し

ＹＣＥ委員長 桜江 〇 〇 〇 喫

8 神田
か ん だ

　義満
よ しみつ

保健福祉環境保全委員長 防府 〇 〇 〇 禁

9 笠原
か さ は ら

高
こ う

六郎
ろ く ろ う

青少年健全育成委員長 防府 〇 〇 〇 禁

氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

10 福代
ふくしろ

　明正
あきまさ

地区ガバナーエレクト 出雲中央 〇 〇 ― ―

11 澤
さわ

　　辰水
たつみ

次期第一副地区ガバナー 下関 〇 〇 〇 禁

12 坪内
つぼうち

　幹雄
みきお

次期第二副地区ガバナー 松江湖城 欠 欠 ― ―

13 矢田
や た

二三夫
ふ み お

次期キャビネット幹事 出雲中央 〇 〇 ― ―

14 森山
もりやま

　　茂
しげる

次期キャビネット会計 出雲中央 〇 〇 ― ―

氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

15 福代
ふ く し ろ

　明正
あ き ま さ

ＬＣＩＦコーディネーター 出雲中央 ― ― ― ―

16 坪内
つぼ う ち

　幹雄
み き お

ＬＣＩＦキャンペーンコーディネーター 松江湖城 ― ― ― ―

17 大野
お お の

　美
よ し

雄
お

ＧＬＴコーディネーター 松江 ― ― ― ―

18 金田
か ね だ

　寛治
か ん じ

ＧＭＴコーディネーター 岩国錦 〇 〇 〇 喫

19 神田
か ん だ

　義満
よ しみつ

ＧＳＴコーディネーター 防府 ― ― ― ―

20 山崎
や ま さ き

もとみ ＦＷＴコーディネーター 大田 ― ― ― ―

氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

21 渡部
わたなべ

　俊
と し

行
ゆき

１Ｒ　ＲＣ 松江湖城 欠 欠 ― ―

22 原
は ら

　　洋子
よ う こ

2Ｒ　ＲＣ 大社 〇 〇 ― ―

23 清水
し み ず

　優
ま さ

文
ふみ

３Ｒ　ＲＣ 石見 〇 〇 〇 禁

24 山口
やま ぐ ち

　秀敏
ひ で と し

４Ｒ　ＲＣ 岩国錦 〇 〇 〇 禁

25 神田
か ん だ

　義満
よ しみつ

５Ｒ　ＲＣ 防府 ― ― ― ―

26 前村
ま え むら

きみこ ６Ｒ　ＲＣ 宇部ハーモニー 〇 〇 ― ―

27 米田
よ ね だ

　　敬
たかし

７Ｒ　ＲＣ 下関長府 〇 〇 〇 禁

5月18日（土）地区役員・委員研修会　出欠表　　出雲ロイヤルホテル

◎次期コーディネーター

◎来賓・講師

◎次期キャビネット

◎次期地区ＲＣ（ＧＬＴ委員兼任）
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氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

28 池田
い け だ

　義夫
よ し お

１Ｒ１Ｚ　ＺＣ 出雲広瀬 〇 欠 ― ―

29 木村
き む ら

　昭
あ き

憲
の り

１Ｒ２Ｚ　ＺＣ 大東 〇 〇 〇 禁

30 梶谷
か じ た に

　宗
むね

克
かつ

２Ｒ１Ｚ　ＺＣ 多伎町 〇 〇 ― ―

31 古川
ふるかわ

　君和
きみかず

２Ｒ２Ｚ　ＺＣ 斐川 〇 〇 ― ―

32 石原
い し は ら

　　肇
はじめ

２Ｒ３Ｚ　ＺＣ 仁多 〇 〇 〇 喫

33 森下
も り し た

　勝義
かつ よ し

３Ｒ１Ｚ　ＺＣ 桜江 〇 〇 〇 禁

34 上ケ
あ け

山
やま

慶
けい

市
いち

３Ｒ２Ｚ　ＺＣ 益田あけぼの 〇 〇 〇 禁

35 村上
むらかみ

　充宏
みつひろ

４Ｒ１Ｚ　ＺＣ 岩国桜 〇 〇 〇 禁

36 瀧本
た き も と

　和宏
かずひろ

４Ｒ２Ｚ　ＺＣ 大島中央 〇 〇 〇 禁

37 山下
やま し た

　義治
よ し は る

５Ｒ１Ｚ　ＺＣ 徳山中央 〇 〇 〇 禁

38 宗像
むなかた

　常明
つねあき

５Ｒ２Ｚ　ＺＣ 山口 〇 〇 〇 禁

39 加藤
か と う

　禮子
れ い こ

６Ｒ１Ｚ　ＺＣ 宇部ハーモニー 〇 〇 ― ―

40 伊藤
い と う

　　博
ひろし

６Ｒ２Ｚ　ＺＣ 小野田 〇 〇 〇 禁

41 新谷
し ん た に

　和彦
かずひこ

６Ｒ３Ｚ　ＺＣ 萩 欠 欠 ― ―

42 太田
お お た

　秀実
ひ で み

７Ｒ１Ｚ　ＺＣ 下関西 〇 〇 〇 禁

43 重岡
し げおか

　伸一
し ん いち

７Ｒ２Ｚ　ＺＣ 豊浦 欠 欠 ― ―

44 守田
も り た

　和彦
かずひこ

国際関係委員長 光 欠 欠 ― ―

45 大木
お お き

　寿之
ひ さ ゆき

複合地区ＩＴ特別委員 松江葵 欠 欠 ― ―

46 大田
お お た

　邦夫
く に お

ＭＣ委員長 出雲中央 〇 〇 ― ―

47 志賀
し が

　光法
みつのり

ＩＴ特別委員会委員長 宇部新川 〇 〇 〇 禁

48 椎木
し い の き

　一三
い ち そ う

ＹＣＥ委員長 徳山 〇 〇 〇 喫

49 長谷川
は せ が わ

順子
じ ゅ ん こ

保健福祉環境保全委員長 東出雲 〇 〇 〇 禁

50 堀江
ほ り え

　康輔
やすすけ

青少年健全育成委員長 横田 〇 〇 ― ―

氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

51 佐々木
さ さ き

歌子
う た こ

ＦＷＴ副コーディネーター 新南陽若山 〇 〇 〇 禁

52 大和
や ま と

　博
ひ ろ

見
み

ＹＣＥ副委員長 安来十神 〇 〇 〇 喫

53 立
た

テ　知典
と し の り

保健福祉環境保全副委員長 下関 〇 〇 〇 禁

54 末田
す え だ

　幸一
こ う い ち

青少年健全育成副委員長 岩国 欠 欠 ― ―

◎次期副コーディネーター・地区副委員長

◎次期地区委員長

◎次期地区ＺＣ（ＧＭＴ兼任）
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氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

55 松岡
まつおか

寿一
ひ さ いち

郎
ろ う

次期キャビネット副幹事 下関 〇 〇 〇 禁

56 出雲
い ず も

　正樹
ま さ き

次期キャビネット副幹事 出雲 〇 〇 ― ―

57 長岡
ながおか

　秀治
し ゅ う じ

次期キャビネット副幹事 斐川 〇 〇 ― ―

58 板倉
い た く ら

　正美
ま さ み

次期キャビネット副幹事 出雲南 欠 欠 ― ―

59 泉
いずみ

　　基由
も と よ し

次期キャビネット副幹事 出雲ﾚｰｸﾋﾙ 〇 〇 ― ―

60 伊東
い と う

　　隆
たかし

次期キャビネット副幹事 出雲中央 〇 〇 ― ―

61 岡
おか

　　正雄
ま さ お

次期キャビネット副幹事 出雲中央 〇 〇 ― ―

62 三宅
み や け

スミ子
こ

次期キャビネット副幹事 出雲中央 〇 〇 ― ―

63 日下
く さ か

　眞二
し ん じ

次期キャビネット副幹事 出雲中央 〇 〇 ― ―

64 内藤
ないとう

　晴夫
はるお

次期キャビネット副幹事 出雲中央 〇 〇 ― ―

65 平井
ひ らい

　　昇
のぼる

次期キャビネット副会計 出雲中央 〇 〇 ― ―

66 三原
み は ら

　一郎
い ち ろ う

次期キャビネット事務局長 出雲中央 欠 欠 ― ―

67 重本
し げ も と

　泰徳
やすのり

次期キャビネット副事務局長 出雲中央 〇 〇 ― ―

68 内村
うちむら

　順亮
よしあき

次期年次大会委員長 出雲中央 〇 〇 ― ―

69 林
はやし

　　謙三
けんぞう

次期年次大会副委員長 出雲中央 〇 〇 ― ―

70 板倉
い た く ら

　靖夫
や す お

次期年次大会副委員長 出雲 〇 〇 ― ―

71 安田
や す だ

　秀
しゅう

晋
し ん

次期年次大会副委員長 斐川 〇 〇 ― ―

72 柳楽
な ぎ ら

　　計
けい

次期年次大会副委員長 出雲南 〇 欠 ― ―

73 山城
や ま し ろ

　賢一
けんいち

次期年次大会副委員長 出雲ﾚｰｸﾋﾙ 〇 〇 ― ―

氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

74 菊川
き く が わ

　尊
たか

樹
き

地区会計監査委員 岩国桜 欠 欠 ― ―

75 小谷
こ た に

　典弘
の り ひ ろ

地区会計監査委員 浜田 欠 欠 ― ―

氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

76 大和
や ま と

　博
ひ ろ

見
み

１ＲＹＣＥ委員 安来十神 ― ― ― ―

77 小林
こ ば や し

　直子
な お こ

２ＲＹＣＥ委員 木次 〇 欠 ― ―

78 平野
ひ ら の

　博
ひ ろ

敏
と し

３ＲＹＣＥ委員 益田 〇 〇 〇 禁

79 廣本
ひ ろ も と

　悦子
え つ こ

４ＲＹＣＥ委員 岩国 欠 欠 ― ―

80 椎木
し い の き

　一三
い ち そ う

５ＲＹＣＥ委員 徳山 ― ― ― ―

81 茂山
し げ や ま

　　守
まもる

６ＲＹＣＥ委員 楠 欠 欠 ― ―

82 井上
いの う え

　哲治
て つ じ

７ＲＹＣＥ委員 豊北 〇 欠 ― ―

◎次期地区会計監査委員

◎次期地区委員

◎次期キャビネット
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氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

83 長谷川順子
は せ が わ じ ゅ ん こ

１Ｒ保健福祉環境保全委員 東出雲 ― ― ― ―

84 岩﨑
い わ さ き

　哲也
て つ や

２Ｒ保健福祉環境保全委員 佐田 〇 〇 ― ―

85 賀
か

美
み

　玲治
れ い じ

３Ｒ保健福祉環境保全委員 瑞穂 〇 〇 〇 喫

86 弘中
ひ ろなか

　保男
や す お

４Ｒ保健福祉環境保全委員 柳井中央 欠 欠 ― ―

87 椎木
し い ぎ

　悦朗
え つ ろ う

５Ｒ保健福祉環境保全委員 徳山中央 〇 〇 〇 禁

88 青谷
あおたに

　和彦
かずひこ

６Ｒ保健福祉環境保全委員 宇部かたばみ 〇 欠 ― ―

89 立
た

テ　知典
と も の り

７Ｒ保健福祉環境保全委員 下関 ― ― ― ―

90 原
は ら

　　章博
あき ひ ろ

１Ｒ青少年健全育成委員 松江 〇 〇 ― ―

91 堀江
ほ り え

　康輔
やすすけ

２Ｒ青少年健全育成委員 横田 ― ― ― ―

92 渋谷
し ぶ た に

　幹雄
み き お

３Ｒ青少年健全育成委員 浜田亀山 〇 〇 〇 禁

93 末田
す え だ

　幸一
こ う い ち

４Ｒ青少年健全育成委員 岩国 ― ― ― ―

94 中津井
な か つ い

　求
もとむ

５Ｒ青少年健全育成委員 徳山東 欠 欠 ― ―

95 平田
ひ ら た

　武
た け

康
やす

６Ｒ青少年健全育成委員 長門 〇 欠 ― ―

96 長町
ながま ち

　雄
ゆ う

造
ぞ う

７Ｒ青少年健全育成委員 下関維新 〇 〇 〇 禁

氏　　名 役　　　職 所属クラブ 研修会 懇親会 宿泊 備考

97 廣石由美子
ひ ろ い し ゆ み こ

次期キャビネット事務局員 出雲 〇 〇 ― ―

98 浜村
はまむら

　直美
な お み

次期キャビネット事務局員 出雲中央 〇 〇 ― ―

99 山口
やま ぐ ち

　幸江
さ ち え

次期キャビネット事務局員 出雲南 〇 〇 ― ―

集計 72 66 34

◎次期地区委員

◎オブザーバー
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5 

 

次期地区役員・委員研修会 

 

日 時 ： 2019 年 5 月 18 日(土) 12：00～20：00 

場 所 ： 出雲ロイヤルホテル 

 

準 備 会 12：30～13：30 

 司会 次期キャビネット会計 森山  茂 

１．開会のゴング 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

２．国旗に敬礼   

３．国歌斉唱   

４．ライオンズクラブの歌斉唱   

５．来賓・講師・キャビネット構成員・出席者の紹介 

 次期キャビネット幹事 矢田二三夫 

６．挨拶 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

 次期第一副地区ガバナー 澤  辰水 

７．研修会の説明 次期キャビネット幹事 矢田二三夫 

 

～ 休憩（5 分）～ 

 

全員研修会 13：35～15：25 

 司会 次期キャビネット幹事 矢田二三夫 

１．次期地区役員に望む 地区名誉顧問 加藤 哲夫 

２．次期地区運営の基本方針 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

３．ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会について 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

４．地区付則等について 次期第一副地区ガバナー 澤  辰水 

５．GLT・GMT について 地区常任名誉顧問 竹下 雅雄 

６．LCIF について 地区名誉顧問 光貞 正明 

７．YCE について 地区名誉顧問 山根  健 

８．質疑応答   

 

～ 休憩・移動（20 分）～ 

 

 

（20 分） 

（30 分） 

（15 分） 

（15 分） 

（10 分） 

（10 分） 

（10 分） 
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分科研修会 15：45～16：45 

  

国際関係委員・GST 研修会  

MC・情報委員研修会     司会／次期キャビネット副幹事 内藤 晴夫 

   

１．講 師 地区名誉顧問 光貞 正明 

 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

   

 

GLT 委員研修会  

GMT 委員研修会  

FWT 委員研修会 司会／次期キャビネット副幹事 長岡 秀治 

   

１．講 師 GLT コーディネーター 大野 美雄 

 地区常任名誉顧問 竹下 雅雄 

 FWT コーディネーター 山崎もとみ 

   

   

YCE 委員研修会  

 司会／次期キャビネット副幹事 岡  正雄 

   

１．講 師 地区名誉顧問 山根  健 

 YCE 委員長 今井 久師 

   

   

保健福祉環境保全委員研修会  

青少年健全育成委員研修会 司会／次期キャビネット副幹事 日下 眞二 

   

１．講 師 保健福祉環境保全委員長 神田 義満 

 青少年健全育成委員長 笠原高六郎 

   

 

～ 休憩・移動（5 分）～ 
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全員研修会 16：50～18：00 

 司会 次期キャビネット幹事 矢田二三夫 

１．次期地区コーディネーター・委員長の抱負（各 3 分） 

 次期 LCIF ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 福代 明正 

 次期 GLT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 大野 美雄 

 次期 GMT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 金田 寛治 

 次期 GST ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 神田 義満 

 次期 FWT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 山崎もとみ 

 次期 MC 委員長 大田 邦夫 

 次期 IT 特別委員会委員長 志賀 光法 

 次期 YCE 委員長 椎木 一三 

 次期保健福祉環境保全委員長 長谷川順子 

 次期青少年健全育成委員長 堀江 康輔 

  第 66 回地区年次大会について 次期地区年次大会委員長 内村 順亮 

   

２．ご指導（各 5 分） 地区名誉顧問 光貞 正明 

 地区名誉顧問 加藤 哲夫 

３．閉会のゴング 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

 

～ 休憩・移動（10 分）～ 

 
 

懇 親 会 18：10～20：00 

 司会 次期キャビネット副幹事 松岡寿一郎 

１．開宴のことば 次期キャビネット副幹事 松岡寿一郎 

２．挨 拶 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

３．乾 杯 地区名誉顧問 加藤 哲夫 

～ ご 歓 談 ～ 

４．ライオンズ・ローア 次期第一副地区ガバナー 澤  辰水 

５．閉宴のことば 次期キャビネット会計 森山  茂 
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Ｒ
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演　台

全員研修会席次 【１Ｆ高砂の間】

入口

次期GMT

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

金田 寛治

次期MC委員長

大田 邦夫

次期IT特別委員会

委員長

志賀 光法

次期YCE委員長

椎木 一三

次期保健福祉

環境保全委員長

長谷川順子

次期青少年

健全育成委員長

堀江 康輔
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国際関係委員・GST・MC・情報委員 研修会 

次 第 

             司会 次期キャビネット副幹事 内藤 晴夫 

 

1． 開会のあいさつ  内藤 晴夫 

2． 出席者紹介  内藤 晴夫 

3． 講師 地区名誉顧問 光貞 正明 

  地区ガバナーエレクト 福代 明正 

4． 質疑応答   

5． 閉会のことば  内藤 晴夫 

 

講師及び出席者 

講 師 

地区名誉顧問 光貞 正明 地区ガバナーエレクト 福代 明正 

 

出席者 

次期MC委員長 大田 邦夫 次期 IT特別委員会委員長 志賀 光法 

次期キャビネット幹事 矢田二三夫 次期キャビネット会計 森山  茂 

次期キャビネット副幹事 松岡寿一郎 次期キャビネット副幹事 泉  基由 

次期キャビネット副幹事(司会) 内藤 晴夫   

    

 



国際関係委員・GST・MC・情報委員　研修会   【於：２Ｆ竹の間】

次期MC委員長

　志賀　光法 　大田　邦夫

次期キャビネット会計 次期キャビネット幹事

　森山　　茂 　矢田二三夫

　泉　　基由 　松岡寿一郎

　内藤　晴夫

次期キャビネット副幹事

(司会)

地
区
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バ
ナ
ー

エ
レ
ク
ト

地
区
名
誉
顧
問

入
　
口

次期キャビネット副幹事次期キャビネット副幹事
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貞
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福
代
　
明
正

次期IT特別委員会委員長
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GLT委員・GMT委員・FWT委員 研修会 

次 第              

 

               司会 次期キャビネット副幹事 長岡 秀治 

 

1． 開会のあいさつ  長岡 秀治 

2． 出席者紹介  長岡 秀治 

3． 講師 地区常任名誉顧問 竹下 雅雄 

  ＧＬＴコーディネーター 大野 美雄 

  ＦＷＴコーディネーター 山崎もとみ 

4． ご助言 地区名誉顧問 加藤 哲夫 

5． 質疑応答   

6． 閉会のことば  長岡 秀治 
 

講師及び出席者 

講師 

地区常任名誉顧問 竹下 雅雄 地区名誉顧問 加藤 哲夫 

ＧＬＴコーディネーター 大野 美雄 ＦＷＴコーディネーター 山崎もとみ 

    

出席者 

次期 GMTコーディネーター 金田 寛治 次期 2R・RC(GLT委員兼任) 原  洋子 

次期 3R・RC(GLT委員兼任) 清水 優文 次期 4R・RC(GLT委員兼任) 山口 秀敏 

次期 6R・RC(GLT委員兼任) 前村きみこ 次期 7R・RC(GLT委員兼任) 米田  敬 

次期 1R1Z・ZC(GMT委員兼任) 池田 義夫 次期 1R2Z・ZC(GMT委員兼任) 木村 昭憲 

次期 2R1Z・ZC(GMT委員兼任) 梶谷 宗克 次期 2R2Z・ZC(GMT委員兼任) 古川 君和 

次期 2R3Z・ZC(GMT委員兼任) 石原  肇 次期 3R1Z・ZC(GMT委員兼任) 森下 勝義 

次期 3R2Z・ZC(GMT委員兼任) 上ケ山慶市 次期 4R1Z・ZC(GMT委員兼任) 村上 充宏 

次期 4R2Z・ZC(GMT委員兼任) 瀧本 和宏 次期 5R1Z・ZC(GMT委員兼任) 山下 義治 

次期 5R2Z・ZC(GMT委員兼任) 宗像 常明 次期 6R1Z・ZC(GMT委員兼任) 加藤 禮子 

次期 6R2Z・ZC(GMT委員兼任) 伊藤  博 次期 7R1Z・ZC(GMT委員兼任) 太田 秀実 

次期 FWT副コーディネーター 佐々木歌子 次期キャビネット副幹事(司会) 長岡 秀治 

次期キャビネット副幹事 伊東  隆 次期キャビネット副幹事 三宅スミ子 

次期キャビネット副会計 平井  昇 次期キャビネット副事務局長 重本 泰徳 

次期年次大会委員長 内村 順亮 次期年次大会副委員長 林  謙三 

次期年次大会副委員長 板倉 靖夫 次期年次大会副委員長 安田 秀晋 

次期年次大会副委員長 柳楽  計 次期年次大会副委員長 山城 賢一 

次期キャビネット事務局員 浜村 直美   

 



ＧＬＴ委員・ＧＭＴ委員 ・ＦＷＴ委員　研修会　（於：２Ｆ飛鳥の間）
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清水　優文 山口　秀敏

次期６Ｒ　ＲＣ 次期７Ｒ　ＲＣ

前村きみこ 米田　　敬
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石原　　肇 森下　勝義
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瀧本　和宏 山下　義治

次期５Ｒ２Ｚ　ＺＣ 次期６Ｒ１Ｚ　ＺＣ

宗像　常明 加藤　禮子

次期６Ｒ２Ｚ　ＺＣ 次期７Ｒ１Ｚ　ＺＣ

伊藤　　博 太田　秀実

次期FWT副ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 次期ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ副幹事

佐々木歌子 伊東　　隆

次期ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ副幹事 次期ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ副会計

三宅スミ子 平井　　昇

次期ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ副事務局長 次期地区年次大会委員長

重本　泰徳 内村　順亮

次期年次大会副委員長 次期年次大会副委員長

林　　謙三 板倉　靖夫

次期年次大会副委員長 次期年次大会副委員長

安田　秀晋 柳楽　　計
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ＹＣＥ委員 研修会 

次 第 

         司会 次期キャビネット副幹事 岡  正雄 

 

1. 開会のあいさつ  岡  正雄 

2. 出席者紹介  岡  正雄 

3． 講師 地区名誉顧問 山根  健 

  YCE委員長 今井 久師 

4． 質疑応答   

5． 閉会のことば  岡  正雄 

 

講師及び出席者 

 

講師 

地区名誉顧問 山根  健 YCE委員長 今井 久師 

 

出席者 

次期第一副地区ガバナ－ 澤  辰水 次期 YCE委員長 椎木 一三 

次期 YCE副委員長 大和 博見 次期 2R・YCE委員 小林 直子 

次期 3R・YCE委員 平野 博敏 次期 7R・YCE委員 井上 哲治 

次期キャビネット副幹事/司会 岡  正雄 次期キャビネット事務局員 山口 幸江 

 



ＹＣＥ委員研修会　【於：２Ｆ桐の間】

次期YCE委員長

大和　博見 椎木　一三

次期3R・YCE委員 次期2R・YCE委員

平野　博敏 小林　直子

　(司会)
次期7R・YCE委員

岡　　正雄 井上　哲治

 

山口　幸江

次期ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ副幹事

次期ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ事務局員

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

入
　
口

地
区
名
誉
顧
問山

根
　
　
健

Ｙ
Ｃ
Ｅ
委
員
長今

井
　
久
師

次期ＹＣＥ副委員長

澤
　
　
辰
水
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保健福祉環境保全委員・青少年健全育成委員 研修会 

次 第 

            司会 次期キャビネット副幹事 日下 眞二 

 

1. 開会のあいさつ  日下 眞二 

2. 出席者紹介  日下 眞二 

3． 講師 保健福祉環境保全委員長 神田 義満 

  青少年健全育成委員長 笠原高六郎 

4． 質疑応答   

5． 閉会のことば  日下 眞二 

 

 

講師及び出席者 

 

講師 

保健福祉環境保全委員長 
次期 GST ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
次期 5R・RC(GLT委員兼任) 

神田 義満 青少年健全育成委員長 笠原高六郎 

 

出席者 

次期保健福祉環境保全委員長 長谷川順子 次期青少年健全育成委員長 堀江 康輔 

次期保健福祉環境保全副委員長 立テ 知典 次期 2R保健福祉環境保全委員 岩﨑 哲也 

次期 3R保健福祉環境保全委員 賀美 玲治 次期 5R保健福祉環境保全委員 椎木 悦朗 

次期 6R保健福祉環境保全委員 青谷 和彦 次期 1R青少年健全育成委員 原  章博 

次期 3R青少年健全育成委員 渋谷 幹雄 次期 6R青少年健全育成委員 平田 武康 

次期 7R青少年健全育成委員 長町 雄造 次期キャビネット副幹事 出雲 正樹 

次期キャビネット副幹事/司会 日下 眞二 次期キャビネット事務局員 廣石由美子 

 



司会

保健福祉環境保全委員・青少年健全育成委員　研修会　【於：2Ｆ菊の間】

賀美　玲治

次期キャビネット副幹事

日下　眞二

次期キャビネット事務局員

廣石由美子

次期保健福祉環境保全副委員長

次期2R保健福祉環境保全委員

次期3R保健福祉環境保全委員

長谷川順子

立テ　知典

岩﨑　哲也

青
少
年
健
全
育
成
委
員
長

保
健
福
祉
環
境
保
全
委
員
長

次期保健福祉環境保全委員長

笠
原
高
六
郎

神
田
　
義
満

次期5R保健福祉環境保全委員

椎木　悦朗

次期6R保健福祉環境保全委員

青谷　和彦

次期青少年健全育成委員長

堀江　康輔

次期1R青少年健全育成委員

次期6R青少年健全育成委員

次期3R青少年健全育成委員

平田　武康

入
口

次期7R青少年健全育成委員

長町　雄造

次期キャビネット副幹事

出雲　正樹

渋谷　幹雄

原　　章博
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1 .
2 .
3 .

4 .
5 .

司会台

今井久師 山崎もとみ 加藤哲夫 竹下雅雄 原　　洋子 清水優文

山根　健 山口秀敏

森山　茂 矢田二三夫 米田　敬

大野美雄

加藤禮子 宗像常明 石原　肇 古川君和 堀江康輔

太田秀実 佐々木歌子

志賀光法

岩﨑哲也 賀美玲治

岡　正雄 伊東　隆 原　章博 椎木悦朗 林　謙三 板倉靖夫

日下眞二

重本泰徳 内村順亮 泉　基由 長岡秀治 浜村直美

上ケ山慶市

長町雄造 安田秀晋

内藤晴夫平井　昇 松岡寿一郎出雲正樹

松岡寿一郎司会／次期キャビネット副幹事

懇親会　席次　【於：1F末広の間】

笠原高六郎

次期キャビネット会計
澤 辰 水
森 山 茂閉 宴 の 言 葉

次期キャビネット副幹事
地区ガバナーエレクト
地区名誉顧問

金田寛治

神田義満

開 宴 の 言 葉
挨 拶

梶谷宗克

前村きみこ

木村昭憲

松岡寿一郎
福 代 明 正
加 藤 哲 夫

平野博敏

山城賢一

山口幸江廣石由美子

大和博見伊藤　博 森下勝義

　～　ご　歓　談　～
乾 杯

光貞正明

ﾗ ｲ ｵ ﾝ ｽ ﾞ ･ ﾛ ｰ ｱ 次期第一副地区ガバナー

大田邦夫 瀧本和宏 村上充宏
立テ知典

福代明正澤　辰水

ステージ

長谷川順子

椎木一三 山下義治

三宅スミ子 渋谷幹雄

Ｂ Ａ Ｃ

Ｅ Ｄ Ｆ

Ｈ Ｇ Ｉ
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ガバナー基本方針 

≪ ガバナースローガン ≫ 

地域を越えて  Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 
 

 

１． 国際会長の方針を尊重して活動します。 

 

２． 会員増強・会員維持に努力します。 

     特に若手会員・女性会員の増強に力を入れます。 

 

３． 青少年の健全育成に資する奉仕活動を推進します。 

 

４． ＹＣＥ活動を通して、国際感覚豊かな青少年の育成に努めます。 

 

５． 地域に根差した奉仕活動を推奨すると共に地域を越えた奉仕活動 

を推し進めます。 

 

６． ＬＣＩＦの啓蒙、推進に努めます。 

 

７． 献血・献眼を中心に保健福祉、環境保全活動を推進します。 
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2019～2020 ガバナーメッセージ 

 

平成から令和へ時代は移り、新しい時代の幕が開きました。令和の時代はど

のような世界なのか？期待は大きくなりますが、「物」から「心」に変化、進化

してもらいたいと思います。 

 国際協会は多様なプログラムをガバナーに求めています。そのひとつひとつ

に真摯に向き合い、メンバー１人１人に協力を求めて、微力を積み重ねて行く

覚悟です。ご支援、ご協力をお願い致します。 

 ガバナースローガン『地域を越えて ＷｅＳｅｒｖｅ』は、地域に根ざした活

動を実行しているクラブ、会員がその特定の地域の枠を越えて、連系、連帯し

た奉仕をしてほしいのです。飢餓に苦しんでいるアフリカの子供たちに直接食

料支援はできません。でも、ライオンズクラブではＬＣＩＦを通じてアフリカ

の子供たちに食料支援ができるのです。地域の枠を越えてできる奉仕はまだま

だあるのです。献血、献眼しかり、地域にしっかり根を張ったクラブであるこ

とが地域を越えて奉仕ができるのです。ライオンズクラブの１００年先を考え

ると今すべきことは会員増強、会員維持です。地区で純増１００人を達成する

には、４６０人の新会員を迎えなければなりません。これは４６０人の５～６

倍の方に声をかけなければできません。すなわち、地区のメンバー全員が最低

１人に声をかけて入会を勧めてほしいのです。できれば若い方に！女性の方

に！ 

●各リジョンに１支部、計７支部をつくろう！ 

 もちろん、クラブによってはそれは非常に難しいことであることも理解して

います。クラブ会長、ＺＣ、ＲＣが連絡を取り合って努力して下さい。 

 “努力せずして、成果なし” 
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●今年度より当地区では、アラート委員会の役割はＧＳＴが担当し、ＧＬＴ委

員会が果たします。昨年の西日本豪雨の教訓が生かされるよう、早い機会に研

修会を開催し、非常時の連絡網、炊き出しへの対応、援助物資の配布等、地元

での災害に迅速に対応できるよう準備を進めていただきます。 

●ＬＣＩＦ１００キャンペーンについてはコーディネーターを中心にお願いし

ていきます。すべてのクラブにＬＣＩＦに参加いただき、地区で１００人の方

にＭＪＦをお願い致します。 

●ガバナーチームミーティングは、キャビネット会議の前とその中間の３回、

計７回開催して、チームのコミュニケーションを取りつつ、地区運営の継続性

を確保してまいります。 

各クラブが活発な奉仕活動を行い、会員一人一人が健康でご活躍されること

を祈念しております。 
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〜分け隔てない雄大な自然のように地域を越えて〜 

モチーフの雄大な雲は、出雲神話でスサノオが歌ったと云われる「八雲立つ 

出雲八重垣妻ごみに八重垣作るその八重垣を」の解釈から引用し、湧き上がる 

雄大な雲のように覆いかぶさり大切な人やモノを守り、尽くす「慈愛」や「奉 

仕の精神」を表しています。 

自然を神格化し、自然とともに生きる出雲地方の精神性をライオンズクラブ 

の奉仕の精神と重ね合わせてロゴマークで表現いたしました。誰にでも平等に 

分け隔てなく語りかける「雄大な自然」のモチーフを用いることでスローガン 

である「地域を越えて」にもリンクする表現になっているかと思います。 

 



① ライオンズクラブ国際協会

　　　 次期国際会長 　ジュンヨル・チョイ（韓国・釜山）

次期第一国際副会長 　ヘインズ・タウンゼンド（ジョージア州・ダルトン）

次期第二国際副会長 　サリム・ムーサン（レバノン）

② 世界のライオンズクラブ（2019.3.31現在）

クラブ数 48,401

会員数 1,459,012

日本のライオンズクラブ（2019.3.31現在）

クラブ数 3,012

会員数 115,713

③ 国際理事［日本］

2018-2020 　安澤　荘一（福島県 白河小峰LC）

2019-2021候補者 　渡部　雅文（岡山県 倉敷西LC）　

2019-2021候補者   川島　正行（茨城県 土浦北LC）

④ 国際大会開催地

2018年 第101回 　ネバダ州 ラスベガス

2019年 第102回 　イタリア ミラノ

2020年 第103回 　シンガポール

2021年 第104回 　カナダ  モントリオール

2022年 第105回 　インド ニューデリー

2023年 第106回 　マサチューセッツ州 ボストン

2024年 第107回 　オーストラリア メルボルン

2025年 第108回 　メキシコ

⑤ 東洋東南アジア・フーラム（OSEAL FORUM）開催地

2018年 第  57回 　中国 海南島

2019年 第  58回 　日本 広島

2020年 第  59回 　韓国 済州島

2021年 第  60回 　フィリピン マニラ
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⑥ ライオンズクラブの沿革 

 

a) 1917年（大正 6年）6月 7日 

    メルビン・ジョーンズ氏の呼びかけによって、アメリカ合衆国各地から 

    約 20名の代表が集まり、シカゴ市のホテル・ラサールのスイートルームで 

    初会合を行った。 

 

b) 1917年（大正 6年）10月 

    23クラブの代表者 36名がダラス市のアドルファス・ホテルに集まって、 

    第１回の大会を開催し、ここに正式に「ライオンズクラブ協会」の名称を 

    採用した。後に世界最大で最も活動的、代表的な奉仕クラブとなる団体が 

    誕生しその基礎が築かれた。 

 

c) 1925年（大正 14年）6月 

第９回国際大会において、ヘレン・ケラーが「ライオンズよ！闇を開く 

十字架の騎士たれ」と素晴らしいスピーチをして以来、視聴覚障害者を 

助け、眼を守る運動は我々の奉仕活動の大きな柱となった。 

 

d) 1952年（昭和 27年）3月 5日 

    フィリピンのマニラ LCが東京 LCを結成、3月 21日にチャーターナイトを 

    外国人メンバー20名を含めて 57名で挙行した。 

 

 

   ⑦ 日本から選出された国際会長 

 

    1981-1982年 故 村上 薫 （京都） 

    2015-2016年   山田 實紘（美濃加茂） 

     

    日本から選出された国際第一副会長 

    1989-1990年 故 小川 清司（東京渋谷） 
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336 複合地区第 65 回年次大会議案書（抜粋） 
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336 複合地区第 65 回年次大会議案書（抜粋） 
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地区運営及び奉仕活動の重点 

１．地区キャビネットのあり方 

 地区内ライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムの高揚のために、ラ

イオンズクラブ国際協会の理念を基に、３３６複合地区ガバナー協議会の基本方針に従い、

３３６－Ｄ地区各クラブの要望に応えるべく、積極的な情報収集に努め、円滑なクラブ運

営となるよう指導していく。 

 

２．キャビネットの合理化の推進 

１）キャビネット運営の合理化を継続し、経費の節減を図る。 

２）各種会議を見直し簡素化を図る。 

３）各種会議の議事録を作成する。 

４）地区名誉顧問会議については、次年度キャビネット開局後、ガバナーの要請に応     

    じて開催する。 

 

３．事務の合理化 ITの活用 

ITを活用し、事務の簡素化を進める。 

１）キャビネット HPを活用し情報収集及び PRを実行する。 

２）ペーパーレス化を進める。 

○地区役員名簿・各種会議議案資料等の情報は、HPでデータの一元管理を行う。 

○情報のデータベース化・共有化を図り、時代に即したマルチデバイスへの対応を 

試行する。なお、必要と思われる書類に関しては、各クラブで印刷し使用する。 

 

 

経費削減に関する諸案 

 

●RC・ZC・各委員長の活動費は定額支給とし、活動計画を立案して担当副幹事を通じて必

要経費を請求する。 

●地区名誉顧問会議はキャビネット方針審査時と、適宜必要とした時に必要に応じてガバ

ナーの要請で開催する。（交通費・宿泊費支給） 

●地区名誉顧問の方々にキャビネット会議のご案内はいたします（第 1回・第 4回のみ交

通費・宿泊費支給）が、リジョン・ゾーンで会議等を開催するときは出席要請をする。（交

通費は不支給） 
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●地区名誉顧問の方で、辞退の申し出のあった方は元地区ガバナーとして処遇致します。 

●キャビネット会議前の地区常任名誉顧問会議は必要に応じてガバナーが開催する。 

●国際本部からダウンロードできる日本語資料は、ダウンロード先を明記して補足資料と

するので、出席者は必要と判断すれば各自でダウンロードしていただきたい。 

●キャビネットバッチは最低限作成する。 

●獅子吼は年２回発行し、各クラブのアクティビティ等は 336-Dの HPで随時掲載する。 

●地区役員の名刺は委員以上作成する。 

●地区役員、クラブ三役の写真は各自提出のものを使用する。 

 

 

４．ガバナー公式訪問 

ガバナー公式訪問をゾ－ン単位の合同訪問とし、ゾーン内の融和を図り、各クラブの 

意見を聴取する 

１）節減のため、質素な形式にしながらも、共通の話題を語り合う。 

２）公式訪問前にクラブに対して質疑事項を送付し、訪問時口頭で回答する。 

３）公式訪問時に例会訪問を実施する。（希望） 

４）公式訪問の次第を事前に ZCへ伝達する。 

 

５．奉仕活動の改革 

 人口減少、地域の高齢化等も進み、従来とは異なる方法の奉仕活動、会員増強、エクス

テンション等が求められている。それぞれの地域にあったクラブ運営、奉仕活動事業等の

取り組みをしていただきたいと考えています。 

 

６．ＭＣ・情報 

 広報活動とは、会員及び地域社会に対してライオンズクラブの奉仕事業や活動を推進し、

ライオンズクラブ国際協会に関する情報を広め、協会のイメージの高揚に努めることであ

ります。地区での任務に当たるのは、地区ＭＣ委員長です。ＭＣ委員長はプログラムが正

しく伝えられるように、各委員長と密接に情報交換し協力していかなければなりません。IT

の固定化により、インターネットを活用し、情報をインプットし収集できるようになって

おります。各クラブの事務局においてもクラブ員各位に広く活用していただくよう推進を

お願いします。なお、普及してないクラブには、キャビネット事務局よりクラブ事務局を

通して対応します。 
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７．ＧＡＴ（グローバル・アクション・チーム） 

 グローバル・アクション・チームは、2017年 7月に開始され、グローバル会員増強チー

ム（GMT）グローバル指導力育成チーム（GLT）、に新たにグローバル奉仕チーム（GST）

を加えて、３つの重要な分野を結合した。日本の場合は、家族及び女性チーム（FWT）を

含めた４つのチームとなる。 

会員増強とドロップの防止、さらにエクステンションの推進を継承します。 

国際会長の方針・目標を見据え、会員増強を積極的に推し進め女性または若い会員のパ

ワーをクラブに持ち込み、そのクラブが奉仕を通じて新鮮で進化していくことを目標とし

ています。なお、退会者が出ないよう防止に向けてクラブ・ゾーンで事前に対処していた

だくようお願いいたします。 

１）GMT（グローバル会員増強チ－ム） 

会員維持のためドロップをなくす努力をすること、また、会員増強についても各クラ

ブを指導して下さい。 

２）GLT（グローバル指導力育成チーム） 

GMTと共同で未来のライオンズを担える人材を育成する為に研修会を開催し、その推

選を P・D・C・Aで検証して参ります。 

３）GST（グローバル奉仕チーム） 

クラブが情報や資料を特定し、奉仕事業をより良いものにしてインパクトを高めるノ

ウハウを活用できるよう支援します。 

４）FWT（家族及び女性チーム） 

FWTコーディネーターと協力して会員増強に取り組み、支部結成を推し進め和やかな

中にもクラブの活性化を図って下さい。 

５）会員純増目標 

  リジョン・ゾーン単位で 5％以上、地区 100人以上の目標として頂きたい。 

 

８．YCE事業 

 ライオンズクラブ YCE事業（交換学生）は、世界ライオンズとのネットワークで行われ

ており、交流により国際的視野を深め、世界平和へ貢献できる青少年健全育成を目的とし

ているものです。今年も積極的に推進して行きましょう。 

 今期も副委員長を置き、通年にわたるアクティビティに連続性をもって対応する。 
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９．保健福祉環境保全「献眼・献血」 

 地区アクティビティスローガン「光と愛を」にあるように、献眼運動はライオンズクラ

ブの奉仕活動の主要テーマです。今年度も積極的に献眼登録を推進して行くと共に、献眼

発生時には敏速正確な対処を図るよう、研修会の開催等で理解を深めてまいります。 

 献血運動は日本に限らず、世界においても有数な献血推進団体として協力し、素晴らし

い成果を上げております。しかし、若年層の献血者が少ないとのデータが出ています。 

そうした状況を踏まえ、特に若年層への啓発を重点において、積極的に献血運動を展開し

ていただきたい。今年も引き続き、献眼・献血０クラブをなくす努力をお願いします。 

 

１０．LCIFへの寄付金推進 

 LCIFはライオンズ国際財団と称し、寄付を受けた基金を運用して、大災害や緊急事態の

救済、その他世界的に人類の福祉に貢献することを目的とする財団です。 

LCIFへの寄付金は、一人当たり１００ドルを目標とするキャンペーン１００の推進をして

いきます。 

MJF への寄付金は、有志によりますが何かの記念に各クラブで努力願い、一人でも多くの

方にお願いしたいと思います。寄付金は１回１，０００ドルが単位です。地区内で１００

口を目標とします。 

 LCIFの交付金の活用については、クラブが理解を深めると共に、D地区内から LCIFの

助成金を獲得できるアクティビティを申請できるように取り計らって参ります。 

 

１１．青少年健全育成 

◎青少年健全育成基金のお願い 

 各クラブの周年行事が展開されています。金額の多少を問わず周年行事アクティビティ

の一つとして、青少年健全育成基金への寄付をお願いします。 

 

（ライオンズクエスト） 

○青少年にライフスキルを 

 教師と生徒がともに模索しながら考え、青少年に生きる力（ライフスキル）を身につけ

させる教育のプログラムを支援することを目的にしています。われわれメンバーが教える

のではなく、特定非営利活動法人青少年育成支援フォーラムの普及活動を通じて、その指

導のための認定講師を派遣する活動の支援です。 
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（薬物乱用防止） 

○薬物乱用の低年齢化防止 

 薬物乱用の低年齢化を防止するために、中学生、高校生を対象に「薬物乱用防止教室」

を展開していきます。またその際、ライオンズクラブ会員による薬物乱用防止教室認定講

師の派遣要請があった場合の対応に、認定講師の養成講座講習会を開催します。 

 

 

１２．平和ポスターコンテスト 

 国際平和ポスターコンテストは１１歳～１３歳の生徒を対象に、毎年ライオンズクラブ

国際協会をスポンサーとし実施されます。各ライオンズクラブは、地元の学校又は、青少

年組織団体でコンテストをスポンサーすることが出来ます。１つの学校につき、１点の入

賞作品が選ばれます。各学校コンテストの入賞作品は次のレベルの審査（地区、複合地区、

国際のレベル）に進みます。地区ガバナーは複合レベルでのコンテストに出品するために、

地区の最優秀作品を複合地区協議会に提出します。国際入賞者はライオンズ誌及び国際協

会のウェブサイトで発表されます。各学校への PRを宜しくお願い致します。 

 

１３．奉仕デーの活用 

 １０月８日は世界ライオンズ奉仕デー（World Lions Service Day）です。各クラブでは

地域の方 （々ボランティア団体等）と協議し、事業や奉仕活動を積極的に推進して下さい。 
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クラブ運営について 

 

ライオンズクラブの基本的な在り方 

 

 多くの団体は、役員のみによって通常その会の運営が実施されていることが多いのです

が、ライオンズクラブは会員全員によって運営されるのが特色です。会員が平等の権利と

義務を持って「全員参加」と「民主的ル－ル」によって運営されます。これがライオンズ

クラブの基本的なあり方です。 

 例会･理事会･委員会はクラブ運営の正式機関としてそれぞれの役割を持ち、いずれも不

可分な関係にあります。各クラブがそれぞれ奉仕活動がしやすいように工夫が必要です。 

 

例会の在り方 

例会はクラブの最高決議機関です。 

 国際協会では、例会についても、会員が集まる方法について、例えばインターネット上

で集まる。あるいは、時間に定めなく集まる。等々さまざまなクラブを紹介しています。 

 ただ、例会のあり方は様々であるといっても、現状 336－D 地区に現在あるクラブでは、

従来の例会はクラブの最高決定機関です。新しい企画や内規の制定、改廃をはじめ理事会

で決定されたことでも、例会の承認なしには実行できないことが多くあります。 

現在のクラブにとって例会出席は会員の重要な義務であり、例会の欠席は会員としての

「権利放棄」に繋がります。例会の実出席率はクラブ活性化のバロメ－タ－となります。

例会を楽しく意義あるものにする努力が各会員に課せられているといっても過言ではない

と思います。例会の不活性なクラブから、ドロップ会員が多発している状態を直視する必

要があります。実出席が難しい場合もありますので、その際は「出席メ－クアップ規則」

を忠実に守り、出席率の向上に努力しましょう。 

メ－クアップは所属クラブだけでなく、ゾ－ンやリジョン・姉妹・ブラザ－クラブの例会

も許容し、会員同士の研鑽の役に資するよう改革して参りましょう。 

その上で各クラブが実情に応じた例会に変化していくことは止めるものではありません。 

要はクラブの目的である、その地域に必要とされる奉仕をいかに多くのメンバーと共に実

行できるかにかかっています。 
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クラブ周年記念について 

 

MD336運営マニュアルに、クラブ周年記念の趣旨として「クラブ運営の活性化と、会費の

値上げ抑制を図ることを主眼」に、周年記念会合と周年記念事業の在り方について下記の

通り提言があります。 

 

 

周年記念の会合について「チャタ－・ナイト記念会を毎年開催し、ライオンズの目的・道

徳綱領及び本クラブの歴史を特に強調する」とクラブ付則に定められています。 

 

クラブ周年記念の会合を開催する本旨は、クラブが毎年開催すべきチャ－タ－・ナイト記

念の目的をいっそう強調することになるのではないかと思われます。 

 

5年刻みの式典は、チャーター・ナイトとは全く趣を異にするものであり、クラブ自体が今

日まで発展しつづけてきたことを会員同士が喜び合い、さらに将来への発展とライオニズ

ムの高揚を再認識しあうものと理解し、クラブ結成 5年、15年は別として、以後は 10年

刻みにしてもよいと思われます。 

 

25年・50年はシルバ－・ゴ－ルド・アニバ－サリ－であることから、国際会長を招待する

こともできる重要な式典ですので意義ある企画を行ってほしいと思います。 

 

本年度のクラブ周年行事への地区ガバナ－に対する出席要請につきましては、出来うる限

り対応して参りたいと思っております。各クラブのご理解を得たいと思います。 

 

地区周年行事の際はぜひ、青少年健全育成基金への拠出をお願いいたします。 
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地区の組織と役員・委員の任務について 
 

（１）目 的 

地区内のライオンズクラブの融和協調を図ると共に、ライオニズムを高揚する

ためにライオンズクラブ国際協会の基本的活動方針に従い、地区内の各クラブ

の運営を円滑ならしめることを目的とする。 

（２）キャビネット構成員 

１） 地区ガバナー、前地区ガバナー、第１・第２副地区ガバナー、地区名誉

顧問会議長、キャビネット幹事、キャビネット会計、および地区ＦＷＴ/

ＧＬＴ/ＧＭＴ/ＧＳＴ/ＬＣＩＦコーディネーター、リジョン・チェアパ

ーソン、ゾーン・チェアパーソン 

２） 地区ガバナーが必要と認めて任命した下記委員長 

ＰＲ・情報委員長、ＧＭＴ委員長、ＧＬＴ委員長、国際関係委員長、Ｙ

ＣＥ委員長、保健福祉環境保全委員長、青少年健全育成委員長 

３） その他地区ガバナーの任命する委員長、副幹事、副会計 

（注）複合地区会則第１７条・４により前年度の地区 YCE委員長および

地区 IT委員長は、必要があれば翌年度の８月３１日まで、翌年度の地区

ガバナーによって任命され実務に当たる。地区 YＣE 委員についても同

じ。 

  （Ａ）地区ガバナー候補者の資格（国際付則第 9条４項） 

    （ａ）所属単一地区または準地区内のグッド・スタンディングの正ライオン

ズクラブにおけるグッド・スタンディングの正会員であり、 

    （ｂ）所属クラブの推薦、あるいは所属単一地区または準地区内過半数のク

ラブの推薦を受け、 

    （ｃ）現在、所属地区の第一副地区ガバナーを務めている者でなければなら

ない。 

     （ｄ）現第一副地区ガバナーが地区ガバナーに立候補しない場合にのみ、あ

るいは地区大会の際に第一副地区ガバナー職が空席である場合のみ、

本付則又は会則に定められている通りに第二副地区ガバナーの条件を

満たしており、現在地区キャビネット構成員として追加に１年務めた

クラブ会員は誰でも、上記（ｃ）項の条件をみたしている。 

（Ｂ）第一副地区ガバナー候補者の資格（国際付則 9条 6項（ｂ）） 

（１）所属単一又は準地区内のグッド・スタンディングの正ライオンズク

ラブにおけるグッド・スタンディングの正会員であり、 

（２）所属クラブの推薦、あるいは所属単一又は準地区内の過半数のクラ

ブの推薦を受け、 

（３）現在、所属地区の第二副地区ガバナーを務めている者でなければな

らない。 

（４）現職の第二副地区ガバナーが第一副地区ガバナーに立候補しない場

合にのみ、あるいは地区大会の際に第二副地区ガバナー職が空席で

ある場合にのみ、本付則又は会則に定められている通りに第二副地

区ガバナーの条件を満たしているクラブ会員は誰でも上記（3）項の
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条件を満たしているものとする。 

 

（Ｃ）第二副地区ガバナー候補者の資格（国際付則 9条 6項（ｃ）） 

（１）所属単一又は準地区内のグッド・スタンディングの正ライオンズク

ラブにおけるグッド・スタンディングの正会員であり、 

（２）所属クラブの推薦、あるいは所属単一又は準地区内の過半数のクラ

ブの推薦を受け、 

（３）第二副地区ガバナー就任の時点で、 

 （ａ）クラブ会長を全期又は過半の期間、そして理事会構成員としてさ

らに２年以上務め、かつ 

 （ｂ）ゾーン・チェアパーソン又はリジョン・チェアパーソンあるいは

キャビネット幹事及び（又は）会計として全期又は過半の期間務め

た者でなければならない。 

 （ｃ）上記のいずれも、同時に達成させることはできない。 

 

 

（３）機 能 

  １）地区キャビネットは前記 １）に示される構成員をもって構成される。 

キャビネット構成員は地区役員となる。 

前地区ガバナー、第一・第二副地区ガバナー以外のキャビネット構成員は、地

区ガバナーによって任命される。 

地区委員は、必要に応じて地区ガバナーによって任命される。 

  ２）キャビネットは地区運営方針を協議決定し、実行する。 

  ３）キャビネットの会議は複合地区会則の規定によって開かれる。 

４） 地区ガバナーは、キャビネット会議を主宰する。 

定例会議は年４回とし、その他必要に応じて開くことができる。これらの会議

では、地区ガバナー、前地区ガバナー、第一第二副地区ガバナー、地区名誉顧

問会議長、キャビネット幹事、キャビネット会計、リジョン・チェアパーソン、

ゾーン・チェアパーソン、地区委員長および地区ＦＷＴ/ＧＬＴ/ＧＭＴ/ＧＳＴ

/ＬＣＩＦコーディネーターに投票権が与えられる。 

３３６－Ｄ地区においては、第１回と第４回はキャビネット所在地、第２回は

前キャビネット所在地、第３回は次期キャビネット候補地において開催する慣

習となっている。 

５） 地区名誉顧問会 

従前の例により、地区ガバナーが委嘱した名誉顧問をもって構成する。 

常任名誉顧問は原則として地区名誉顧問会議長を含め、直近地区ガバナーを務

めた４名とする。 

常任名誉顧問は主として、キャビネット会議の議事に関して地区ガバナーの

諮問に答え、地区行政の円滑化を図るため、必要に応じて常任名誉顧問会を開

催する。元国際理事は相談役として会議に出席する。 

６） 地区ガバナーはキャビネット構成員以外の者を、必要に応じて会議に招集し

諮問することができる。 
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①リジョン・チェアパーソン（国際付則第 10条第 2項（ｄ）） 

リジョン・チェアパーソン（以下ＲＣという）は地区ガバナーの指導監督のもとに、

リジョンの最高運営責任者となる。具体的な任務は次の通りである。 

（１）本協会の目的を推進する。 

（２）リジョン内のゾーン・チェアパーソンの活動並びに地区ガバナーの任命する地

区委員長の活動を監督する。 

（３）地区内における新クラブ結成及びクラブ強化を含む会員増強に積極的役割を果

たす。 

（４）クラブ・レベルにおける指導者育成に積極的役割を果たす。 

（５）地区役員マニュアル及びその他を通して国際理事会が要求するその他任務を遂

行する。 

 

②ゾーン・チェアパーソン（国際付則第１０条第２項（ｅ）） 

ゾーン・チェアパーソン（以下ＺＣという）は地区ガバナー及びＲＣの指導監督の

もとに、ゾーンの最高運営責任者となる。具体的な任務は次の通りである。 

（１）本協会の目的を推進する。 

（２）ゾーン内における地区ガバナー諮問委員会委員長を務め、同委員長として同委

員会の定例会議を招集する。 

（３）新クラブ結成を含む会員増強に積極的役割を果たす。 

（４）クラブ・レベルにおける指導者育成に積極的役割を果たす。 

（５）地区役員マニュアル及びその他を通して国際理事会が要求するその他任務を遂

行する。 

 

③地区委員長 

 地区委員長はキャビネットの構成員として、地区ガバナーの指揮のもとに、担当分

野の政策立案、推進に当たると共に、キャビネットにおける専門分野のスタッフと

して、ガバナーを補佐する。 

地区委員長の性格付に伴って、次の点が明確になります。 

（イ） 奉仕作業の実施主体は、単一クラブであり、キャビネットは指導、推進の立場

にあります。 

（ロ） 単一クラブとキャビネットを結ぶラインは、リジョンの運営責任者であるＲＣ

とゾーンの運営責任者であるＺＣであります。 

（ハ） 各種委員会の施策推進に当たっては、地区委員長（含地区委員）とＲＣ、ＺＣ

の連携によって行われます。 

（ニ） 従って単一クラブへの指導は、原則としてＺＣを通じて行われます。 

（ホ） 地区委員長は、自ら政策を立案し、キャビネット会議に提案します。決定した 

事項のクラブへの対応はＲＣ、ＺＣのルートを通じるのが本来のあり方です。 

お互いによく連携し、骨身を惜しまず行動することが大切でしょう。 
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④地区委員 

 地区委員は、キャビネット構成員に該当しないので、地区役員ではありませんが、

地区委員会活動を活発にする重要な役割を担います。 

（イ） 地区委員は各種地区委員会を構成する委員です。従って地区委員長に直属し、

その指示を受けます。 

（ロ） 地区委員は担当リジョンを定めて、そのリジョンから任命されるケースが多い

ようですが、その委員会の各リジョンを担当する役目だという考えは基本的に

なくした方がよいでしょう。 
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2019～2020 年 委員会構成・略称表（案） 

 

 

委員会名 所属委員会 

国 際 関 係 委 員 会 

（LCIF ｷｬﾝﾍﾟｰﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 
（ L C I F ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 

国際関係・LCIF・MJF・LCIF ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

Ｇ Ｌ Ｔ 委 員 会 

（ G L T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 
（ G S T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 

指導力育成・IT 特別委員会・GST・アラート 

Ｇ Ｍ Ｔ 委 員 会 

（ G M T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 
（ F W T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 

会員・会員増強・会則・女性および家族会員増強・ 

エクステンション・運営マニュアル・会員維持・ 

レオ・ライオネス・クラブ支部 

Ｍ Ｃ 委 員 会 
MC・ライオンズ情報・獅子吼・会則・ 

大会参加・プロトコール 

Ｙ Ｃ Ｅ 委 員 会 ＹＥ・キャンプ 

保健福祉環境保全委員会 
献眼・献血・視聴覚言語障がい者福祉・糖尿病・ 

保健福祉・環境保全 

青少年健全育成委員会 
薬物乱用防止・児童福祉・ライオンズクエスト・ 

平和ポスター 

 

 



①　従来の実績

３０２－Ｗ－４

年度 64～65 65～66 67～68 69～70 70～71 73～74 74～75

リジョン 4R 1R 7R 3R 5R 2R 5R

３３６－D

年度 76～77 77～78 78～79 79～80 80～81 81～82 82～83 83～84 84～85 85～86 86～87

リジョン 6R 7R 3R 5R 4R 1R 6R 5R 3R 4R 7R

年度 87～88 88～89 89～90 90～91 91～92 92～93 93～94 94～95 95～96 96～97 97～98

リジョン 2R 6R 5R 1R 4R 7R 3R 6R 5R 2R 4R

年度 98～99 99～00 00～01 01～02 02～03 03～04 04～05 05～06 06～07 07～08 08～09

リジョン １R 7R 6R 5R 1R 5R 3R 7R 2R 6R 5R

年度 09～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18～19 19～20

リジョン 1R 4R 3R 7R 1R 6R 1R 4Ｒ 3R 5R 2R

当地区では従来はガバナ－選出につき、県別を考慮し実施してきたが、

リジョンによるロ－テ－ションがより合理的であるので、将来の予定を次の如く設定した。

☆リジョン・ロ－テ－ション

島根県 3R 2R 1R 3R

山口県 4R 7R 6R 5R

②　今後のロ－テ－ション

年度 20～21 21～22 22～23 23～24 24～25 25～26 26～27 27～28 28～29 29～30

リジョン 7R 1R 6R 3R 5R 2R 4R 1R 7R 3R

山口

防府
ゴールデン

クラブ 出雲 宇部 下松 柳井 浜田

クラブ 松江葵 下関東 山口 下関

クラブ 下関西岩国益田

萩 松江葵

宇部とき
わ

松江湖城

松江湖城 下関響灘 宇部新川

クラブ 東出雲 岩国錦 下関北

岩国錦

益田
あけぼの

松江

出雲 山陽

岩国桜 浜田 光

防府江津

出雲中央

防府
ゴ－ルデン

浜田亀山

出雲中央

クラブ

キャビネット・ロ－テ－ションについて

下関東萩

山口出雲徳山浜田下関松江岩国

徳山東山陽松江柳井
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地区役員の連携活動について 
 

（１） 新旧役員の引継ぎ 

口頭での引継ぎは避け、必ず資料作成し書面で引き継ぎをしてください。 
 

（２） 地区役員の年間活動計画（案）の提出 

１） 各地区委員は、各リジョンが担当エリアであることを踏まえて 地区委

員長の方針・計画に沿って、各ＲＣ、ＺＣとの連携活動を重視して年間

活動計画書（案）を、地区委員長と担当のＺＣに提出してください。 

                提出期限 6月 7日(金） 

２） 各地区委員長は、当該リジョンの各クラブに浸透させるために、年間事

業活動計画書（案）上記を踏まえて立案し、ＲＣとガバナーに提出して

ください。                提出期限 6月 14日(金） 

３） ＺＣは、当該リジョンの各クラブに浸透させるために、地区委員・委員

長と連携して、上記を踏まえた年間活動方針計画（案）を担当のＲＣに

提出して下さい。             提出期限 6月 14日(金） 

４） ＲＣは、上記を踏まえて年間活動計画書（案）をガバナーに提出してく

ださい。                 提出期限 6月 21日(金）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提出期限           月     日       年間計画書（案） 

      Ｒ     Ｚ     役職：        氏名：       

 

月 日 事業活動計画（研修会も含む） 場 所 対  象 

    

    

    

    

    

    

    

    

（ 摘 要 ） 

 

地区委員長 

地区委員 

Ｚ．Ｃ 

Ｒ．Ｃ 

地区ガバナー 

提出期限： 
  6月 7日 

提出期限： 
  6月 7日 

提出期限： 
  6月 14日 提出期限: 

  6月 14日 

提出期限： 
  6月 21日 

提出期限： 
  6月 14日 
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３３６－Ｄ地区 リジョン連絡会議ガイドライン 

 

これまでも各リジョンでは、役員連絡会議等の名目で開催されていたとは思いますが、

ここにモデルケースとしての、会議のガイドラインを提案いたしましたので、内容を

よくご理解の上、運営していただくようお願いいたします。 

 

（１） 目的 

リジョン連絡会議はガバナーの方針に則り、リジョン内の各クラブの円滑な運

営と、地区委員会のそれぞれの方針、計画、実施を当該リジョン内へ浸透させ

ることを目的に、報告、連絡、活動報告の検討、決定等を行います。 

 

（２） 主催者 

ＲＣが主催します。 

 

（３） 出席者 

ＲＣ及び当該リジョン所属の各ＺＣ・地区委員長・各地区委員及びその他の関

係者（地区名誉顧問及び地区役員等）の出席を特に求めてその助言を受けます。 

 

（４） 会議運営 

ＲＣは各ＺＣ・各地区委員会及びそれぞれの方針・計画等について、全員の報

告・連絡を重視し、各々について全員が理解を深めるように運営します。 

本会議は年間に４回は最低必要と考えられます。 

 

（５） 会議内容（参考例） 

○新年度ガバナー地区運営基本方針の確認並びに、年間活動計画（案）の作成・

研修会準備・連携活動についての相互連絡・新旧役員の引継ぎ会・その他。 

○ガバナー公式訪問準備・第１回諮問委員会準備・クラブ訪問計画・報告・相互

連絡・連携活動等・その他。 

○第２回諮問委員会準備・報告・相互連絡・連携活動・その他。 

○ガバナーズアワードについての準備・第３回諮問委員会準備・報告・相互連絡・

連携活動等・各当初計画の達成・未達成の確認とその対処・その他。 

○次回地区委員推薦決定会議・次期への引継ぎ資料の準備についての報告・相互

連絡・連携活動等・その他。 

○新旧役員引継ぎ（引継ぎ・申し送り事項等は、必ず資料作成し、書面で次期担

当者へ引き渡す） 
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年 月 日 曜日 場所 備考

8 火 出雲市 出雲商工会館４Ｆ

8 火 出雲市 出雲空港ホテル

16 土

17 日

9 土 下関市 シーモールパレス

30 土

31 日

20 土 ｺﾞﾙﾌ・前夜祭 光市 前夜祭/ホテル松原屋

21 日 代議員会・式典 周南市 式典/周南市文化会館

11 土 出雲市 出雲ロイヤルホテル

12 日 出雲市 島根ワイナリー

18 土 松江市 ホテル一畑

18 土 出雲市 出雲ロイヤルホテル

25 土 飯石郡 ふれあいホールみせん

25 土 ｺﾞﾙﾌ・前夜祭 前夜祭/ホテルグランヴィア岡山

26 日 代議員会・式典 式典/総社市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ・きびじｱﾘｰﾅ

8 土 次期クラブ三役研修会 １～３Ｒ 出雲市 出雲ロイヤルホテル

16 日 次期クラブ三役研修会 ４～７Ｒ 下関市 シーモールパレス

イタリア　ミラノ

20 土

21 日

2 金 ガバナー公式訪問 １Ｒ１Ｚ

8 木 倉敷市

9 金 １Ｒ２Ｚ

10 土 ２Ｒ１Ｚ

16 金 ２Ｒ２Ｚ

17 土 ２Ｒ３Ｚ

23 金 ３Ｒ１Ｚ

24 土 ３Ｒ２Ｚ

30 金 ４Ｒ１Ｚ

31 土 ４Ｒ２Ｚ

6 金 ５Ｒ２Ｚ

7 土 ５Ｒ１Ｚ

13 金 ６Ｒ１Ｚ

14 土 ６Ｒ２Ｚ

20 金 ６Ｒ３Ｚ

21 土 ７Ｒ１Ｚ

27 金 ７Ｒ２Ｚ

29 日 柳井市 アニバーサリーステージベルゼ

出雲ロイヤルホテル
研修会（アラート研修会）

2019～2020年度　キャビネット活動計画（案）

活動計画

次期キャビネット事務局神事

次期キャビネット事務局スタッフ会議・祝賀会

2
第３回キャビネット会議

出雲市

1

出雲ロイヤルホテル
研修会

第４回キャビネット会議
光市 ホテル松原屋

研修会

出雲市

5

地区名誉顧問会議

頓原ＬＣ認証４０周年記念式典

第６５回複合地区年次大会

松江湖城ＬＣ認証５５周年記念式典

出雲レークヒルＬＣ認証４０周年記念式典

総社市

6

7

5～9日 第１０２回国際大会

第１回キャビネット会議

次期地区役員委員研修会

第６５回地区年次大会

2019

柳井中央ＬＣ認証５０周年記念式典

9

3

8

第１回ガバナー協議会

下関ＬＣ結成６０周年記念大会

4

ガバナー公式訪問
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年 月 日 曜日 場所 備考

2019～2020年度　キャビネット活動計画（案）

活動計画

5 土 下松市 国民宿舎　大城

5 土 宇部市 ＡＮＡクラウンプラザホテル宇部

6 日 出雲市 出雲ロイヤルホテル

19 土 第２回ガバナー協議会 出雲市 出雲ロイヤルホテル

19 土 岩国市

20 日 出雲市 出雲商工会館６Ｆ

3 日 出雲市 平田学習館・ホテルほり江

広島市

16 土

17 日

17 日 出雲市 ラピタウェディングパレス

15 土

16 日

22 土 防府市 アパホテル山口防府

8 日 下松市 下松笠戸島　大城

14 土 岩国桜ＬＣ認証５５周年記念式典 岩国市 岩国国際観光ホテル

15 日 益田市 サンパレス益田

15 日 周南市 周南市学び交流プラザ

19 木 広島市

4 土

5 日

17 金 ｺﾞﾙﾌ 出雲空港カントリー倶楽部

18 土 代議員会・式典・祝宴 出雲ドーム

25 土 未定

5 30 土 浜田市 ジョイプラザ

6 シンガポール

11

平田ＬＣ認証５５周年記念式典

7～10日 第５８回東洋東南アジアフォーラム

第２回キャビネット会議

10

下松ＬＣ認証６０周年記念式典

宇部ＬＣ認証６０周年記念式典

出雲中央ＬＣ認証５５周年記念式典

４～７Ｒ薬物乱用防止認定講師養成講座

１～３Ｒ薬物乱用防止認定講師養成講座

光市
研修会

多伎町ＬＣ認証４０周年記念式典

2020

2

第３回キャビネット会議
下関市

研修会

防府中央ＬＣ認証５５周年記念式典

3

下松中央ＬＣ認証４０周年記念式典

益田あけぼのＬＣ認証４０周年記念式典

新南陽若山ＬＣ認証３０周年記念式典

第４回ガバナー協議会

4

2019

出雲市 出雲ロイヤルホテル
研修会

第６６回地区年次大会 出雲市

下関響灘ＬＣ認証４５周年記念式典

浜田亀山ＬＣ認証４５周年記念式典

26～30日 第１０３回国際大会

第４回キャビネット会議
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2019～2020年度 ガバナー公式訪問日程（案） 

R Z 月 日 曜 公式訪問クラブ 
ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ 

ZC所属 
ZC氏名 

1 

1 8 2 金 安来・出雲広瀬・東出雲・安来十神・八雲 出雲広瀬 池田 義夫 

2 8 9 金 
松江・松江湖城・大東・宍道・鹿島島根・ 

松江葵・隠岐海士 
大東 木村 昭憲 

2 

1 8 10 土 出雲・平田・大社・佐田・多伎町 多伎町 梶谷 宗克 

2 8 16 金 出雲中央・斐川・出雲南・出雲レークヒル 斐川 古川 君和 

3 8 17 土 
木次・三刀屋・加茂島根・仁多・掛合・赤来・

頓原・横田 
仁多 石原  肇 

3 

1 8 23 金 江津・大田・石見・桜江・邑智大和・瑞穂 桜江 森下 勝義 

2 8 24 土 
浜田・益田・浜田亀山・益田あけぼの・ 

浜田マリン 

益田    

あけぼの 
上ヶ山慶市 

4 

1 8 30 金 岩国・岩国錦・岩国桜 岩国桜 村上 充宏 

2 8 31 土 
柳井・大島・田布施・柳井中央・ 

大島オレンジ・平生・大島中央 
大島中央 瀧本 和宏 

5 

1 9 7 土 
下松・徳山・光・新南陽・徳山東・徳山中央・

下松中央・周南・新南陽若山 
徳山中央 山下 義治 

2 9 6 金 山口・防府・防府中央・山口西京・山口中央 山口 宗像 常明 

6 

1 9 13 金 
宇部・宇部ときわ・宇部新川・宇部かたばみ・

宇部サルビア・宇部ハーモニー 

宇部     

ハーモニー 
加藤 禮子 

2 9 14 土 小野田・美祢・山陽・楠 小野田 伊藤  博 

3 9 20 金 萩・長門・秋芳 萩 新谷 和彦 

7 

1 9 21 土 
下関・下関東・下関西・下関長府・下関北・ 

下関響灘・下関新下関・下関維新 
下関西 太田 秀実 

2 9 27 金 豊浦・豊田山口・菊川・豊北・下関中央 豊浦 重岡 伸一 
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取引銀行について 

 

2019～2020年度 ３３６－Ｄ地区キャビネット事務局の取引銀行は次の通りとする 

 

請求項目 納入先 

地区運営費 

山陰合同銀行 出雲支店 普通預金 No.4206892 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

運営費会計 森山 茂（もりやま しげる） 

地区大会費 

山陰合同銀行 出雲支店 普通預金 No.4206909 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

年次大会委員長 内村 順亮（うちむら よしあき） 

緊急積立金特別会計 

山陰合同銀行 出雲支店 普通預金 No.4206912 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

緊急積立金特別会計 森山 茂（もりやま しげる） 

青少年育成基金特別会計 

山陰合同銀行 出雲支店 普通預金 No.4206925 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

青少年育成基金特別会計 森山 茂（もりやま しげる） 

ライオンズクエスト 

支援基金特別会計 

島根中央信用金庫 小山支店 普通預金 No.5083023 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

ライオンズクエスト支援基金特別会計 

 森山 茂（もりやま しげる） 

運営基金会計 

島根中央信用金庫 小山支店 普通預金 No.5083031 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

運営基金会計 森山 茂（もりやま しげる） 

島根まごころバンク会計 

山陰合同銀行 出雲支店 普通預金 No.4194255 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

島根まごころバンク基金 

事務局 福代 明正（ふくしろ あきまさ） 

登録料等 

山陰合同銀行 出雲支店 普通預金 No.4206938 

ライオンズクラブ国際協会 ３３６－Ｄ地区 

登録料等会計 森山 茂（もりやま しげる） 

キャビネット幹事・キャビネット会計の担保免除について 
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任 務 の 代 行 (案 ) 

 

1.  地区ガバナ－欠席の場合の任務代行は次の通りとする。 

 

(１) 第一副地区ガバナ－       澤  辰水 

(２) 第二副地区ガバナ－       坪内 幹雄 

(３) 地区名誉顧問会議長       中林 嘉明 

(４) 地区常任名誉顧問        矢野 敏明 

(５) 地区常任名誉顧問        藤本 幸嗣 

(６) 地区常任名誉顧問        秋田 千鶴 

(７) キャビネット幹事        矢田二三夫 

(８) キャビネット会計        森山  茂 

(９) 各リジョンチェアパ－ソン 

 

 

2.  リジョンチェアパ－ソンの事故のある時の任務代行は次のとおりとする。 

(１) リジョン内のゾ－ンチェアパ－ソン会議で決定する。 

 

 

3.  ゾ－ンチェアパ－ソンの事故のあるときの任務の代行は次のとおりとする。 

(１) ゾーンチェアパ－ソンの所属するクラブの会長とリジョンチェアパ

－ソンが協議のうえ決定する。 

 

(注)慶弔時の任務代行について 

 

    山口地区・・・・・澤 辰水第一副地区ガバナ－・中林嘉明地区名誉顧問会議長 

 

    島根地区・・・・・坪内幹雄第二副地区ガバナ－・矢野敏明常任名誉顧問 

 

以上、お願い申し上げます。 
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2019~2020年 

キャビネット旅費・慶弔規定について(案) 

(１) 旅費規程 

交通費 
航空機（航空路線のあるところ） 

列 車（在来線・新幹線・特急） ・ 汽 船（特等） 

宿泊費 実 費（上限 10,000円） 

 

  (注) 

  1．旅費はキャビネット会議及び委員会に出席、又は出張の場合に支給する。 

  2．交通費は所属クラブ所在地から会議等開催地までの距離で支給する。 

【列  車】ＪＲ最短距離路線の運賃実費とする。 

      （50km以上の場合は特急利用可・指定席可） 

    【自家用車】走行距離 1km当たり 15円を支給する。（高速利用可） 

  3．職員が役員と同行の場合は必要に応じて役員並とすることができる。 

  4．宿泊費は用務の都合で宿泊を必要とする場合のみ実費(上限 10,000円)を支給する。 

5．諸会議・研修会等の開催地を包括するリジョン内の出席者には、旅費を支給しない。

但し、ガバナ－が認める場合はその限りではない。 

 

(２) 慶弔規定 

  1．特別な慶弔には祝電・祝辞・弔電を贈る 

  2．地区名誉顧問、キャビネット構成員及び地区委員については次による。 

     ａ)死去したときは香典￥10,000を贈る(同居家族の場合は弔電を贈る) 

     ｂ)病気・障害等により入院または自宅加療の期間が 3週間以上となるときは

見舞金￥5,000を贈る 

     ｃ)災害、風水害等の災害があったときは見舞金を贈る。その額はガバナ－が

決定する。 

  3．クラブ会長・幹事・会計が死去したときは、￥10,000の香典を贈る。 

    その他の会員に対しては弔電を贈る。 

  4．献眼者等の葬儀に対しては¥10,000円の香典を贈る。 

  

 この規定は 2019年 7月 1日より実施。 
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３３６－Ｄ地区緊急援助資金規程 

 

１． 対   象 

援助の対象は、地区内において災害援助法が適用された災害及びこれに準ずる災害の

うちから採択する。 

２． 委員会構成 

（１） 委員は地区ガバナーが任命する。 

委員長１名、副委員長2名、委員若干名とする。 

（２） 委員長には地区ガバナーが当たる。 

（３） 委員長不在又は事故があったときは、あらかじめ定めた順序に従って副委員長

が代行する。 

３． 緊急援助資金 

（１） 緊急援助資金は基金と援助引当金とに分ける。 

この基金援助引当金は地区ガバナーが保管する。 

（２） 基金の額は最低５００万円とする。 

（３） 地区費、地区大会費の剰余金、及び地区における行事などその他余剰金が生じ

た場合は、基金、援助引当金のいずれか又は両者に繰り入れることができる。 

（４） 基金を超過する額及び基金より生じる利息は、援助引当金に繰り入れる。 

４． 運   用 

（１） 定例委員会は年１回とし、第１回キャビネット会議の前後に開かれる。委員の

任期は委員長の任期と同じとする。 

（２） 支出にあたっては、委員の２／３以上の賛成を要する。 

緊急を要する賛否の連絡は電信電話によるものとし、併せて文書でこれを確認

する。 

（３） 会計年度における援助の総額は援助引当金の範囲内とし、援助額及び援助方法

は、その都度決定する。但し、災害の程度に応じては基金の使用もできるもの

とする。 

（４） 援助の発案は、地区ガバナーが行うものとする。 

（５） 災害発生のクラブは、災害状況を速やかに地区ガバナーに報告するものとする。

これらの報告、又は他の地区からの連絡等は考慮して委員会が審査する。 

（６） 災害の状況によって、援助引当金に他の基金の使用等があり、３項２号の最低

基金に不足が生じたときは、その不足額を補てんするため地区委員が拠出する

ものとする。但し、委員会の裁定により本項は決定するものとする。 

（７） 委員会は通常会費と同様の方法により、この資金の使途について地区会計監査

を受け、期末における残額は次期地区ガバナーに引き継ぎをするものとする。 

（８） 退会者があっても積立金は払い戻ししない。 

（９） 本規定は2015年7月9日から施行する。 
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３３６－Ｄ地区緊急援助資金規程に基づく 

委員長・委員の任命について（案） 

 

2019.7.1～2020.6.30 ３３６－Ｄ地区「地区緊急援助資金委員会」の  

構成は次の通りとする。 

 

 

委 員 長    福代 明正    地区ガバナー 

副 委 員 長    澤  辰水    第一副地区ガバナー 

副 委 員 長    坪内 幹雄    第二副地区ガバナー 

委 員    矢田二三夫    キャビネット幹事 

委 員    森山  茂    キャビネット会計 

委 員    渡部 俊行    １Ｒ・ＲＣ 

委 員    原  洋子    ２Ｒ・ＲＣ 

委 員    清水 優文    ３Ｒ・ＲＣ 

委 員    山口 秀敏    ４Ｒ・ＲＣ 

委 員    神田 義満    ５Ｒ・ＲＣ 

委 員    前村きみこ    ６Ｒ・ＲＣ 

委 員    米田  敬    ７Ｒ・ＲＣ 
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長
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委
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1Z 2Z 3Z 1Z 2Z 3Z

〇 〇 〇 〇 〇 〇

★

★

☆ 〇 〇 〇 ★ 〇 〇

★ 〇 〇 〇 〇 〇 ☆

〇 ★ 〇 ☆ 〇 〇 〇

／

／

／

／

／Ｉ Ｔ 特 別 委 員 長

Ｍ Ｃ 委 員 長

複 合 地 区 IT 特 別 委 員

国 際 関 係 委 員 長

Ｆ Ｗ Ｔ

堀 江 康 輔 　（2R3Z．横田ＬＣ）

保健福祉環境保全委員長

青少年健全育成委員長

Ｙ Ｃ Ｅ 委 員 長 ／

／

／

　（1R1Z．東出雲ＬＣ）長 谷 川 順 子

椎 木 一 三 　（5R1Z．徳山ＬＣ）

　（1R2Z．松江湖城ＬＣ）Ｌ Ｃ Ｉ Ｆ キ ャ ン ペ ー ン

L C I F ／

／

１Ｒ ２Ｒ

〇　〇
1Z　　　2Z

【コーディネーター・委員長】

2019～2020年度 336-D地区役員・委員割当表

★委員長　☆副委員長　〇委員　

３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ

青少年
健全育成

ＭＣ

国際関係

ＹＣＥ

／

／

／

　（4R1Z．岩国錦ＬＣ）

Ｇ Ｓ Ｔ

Ｇ Ｍ Ｔ

G L T

　（5R1Z．光ＬＣ）

志 賀 光 法 　（6R1Z．宇部新川ＬＣ）

守 田 和 彦

大 木 寿 之 　（1R2Z．松江葵ＬＣ）

1Z　　　2Z

〇　〇
1Z　　　2Z

〇　〇

　（3R1Z．大田ＬＣ）

大 田 邦 夫 　（2R2Z．出雲中央ＬＣ）

1Z　　　2Z

〇　〇
1Z　　　2Z

〇　〇

大 野 美 雄

金 田 寛 治

山 崎 も と み

　（1R2Z．松江ＬＣ）

神 田 義 満 　（5R2Z．防府ＬＣ）

福 代 明 正 　（2R2Z．出雲中央ＬＣ）

坪 内 幹 雄

リジョン

委員会略

ＧＬＴ
（各ＲＣが委員を兼任）

ＧＭＴ
（各ＺＣが委員を兼任）

保健福祉

環境保全
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協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築

※次年度国際関係委員長

※複合地区運営委員 ※２年後年度から２年間監査委員

　関する業務

●キャビネット局内会議の連絡

●諸会議の案内・出欠及び記録に

　クラブ三役の名簿作成業務

●文書の発信

●地区組織表作成業務 　監査報告 　の手配、設営に関する業務

●キャビネット構成委員・名誉顧問・ ●その他、国際関係に関する業務

●事務局会計業務の統括 　向けて幹事業務・会計業務等 　委員長を補佐し活動の推進を

●地区行事計画の作成業務 ●拠出金の出納業務 　議事録の作成

●クラブ周年行事に関する業務 ●通年４年度の年次大会での会計 ●担当委員会の会議等の会場

●キャビネット事務局の運営管理 ●旅費・慶弔の出納事務 ●ＹCＥ事業の継承活動 　業務及び集計

●諮問委員会関係 ●特別会計文書の発信 ●献眼・献血に関する啓蒙活動 ●会議、研修会等の資料作成、

関
係
委
員
会

全般 全般

●マンスリーレポートの点検・集計 ●地区監査委員との連絡業務 　関する情報収集 　業務

●審査・表彰決定の作成 ●ガバナー経費の請求 ●ＬＣＩＦ・MJFに関する啓蒙活動 ●国際関係、ＬＣＩＦ、ＭＪＦに関する

●地区運営全般の統括 ●地区予算・決算関係業務の統括 ●次期キャビネット立ち上げに ●担当委員長と連絡を密にとり

　する業務 ●各クラブの財政状況の把握 ●現キャビネット幹事補佐 ●各クラブのアクティビティ等の

●地区役員研修会に関する業務 ●各クラブの出納事務の指導 ●会員増強・エクステンションに 　全ての集計、資料管理に関する

●各種会合・委員会・研修会準備

全般 国際関係・ＬＣＩＦ

分
担
す
る
業
務

●名誉顧問会・RC・ＺＣ会議に関 ●地区大会予算の業務 　全般において研修 　図る

泉　　基由

所属LC 出雲中央 出雲中央 下関 出雲レークヒル

キャビネット業務分担表
分担表①

役職
幹事 会計 副幹事 副幹事

矢田二三夫 森山　　茂 松岡寿一郎
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協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築

　業務

●マンスリーレポートの点検指導

●緊急援助支援金申請に関する

●議事録・各種会議資料のペーパ

　－レス化の推進業務

　eＭＭＲとのリンク業務 ●支部の設立

●各クラブＩＴ導入の指導・援助

●指導力向上に関する業務補佐 ●会員拡大・大会防止への積極的 ●担当会議等の指導・出席者確認

●ライオンズクラブ国際協会の 　指導 ●報道機関への連絡と取材対応

　協議会及び地区ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの 　業務補佐 　集並びにＰＲ 　を呼び掛ける

　業務補佐 ●家族・女性会員に関する業務補佐 ●マンスリーレポートの点検指導

●ライオンズ情報に関する業務 　委員長を補佐し連絡・調整業務

　★ＧＬＴ ●ＧMＴに関する複合地区ガバナー 　地区運営に関する幹事補佐 ●キャンプの企画・運営

●ＧＬＴに関する複合地区ガバナー 　協議会及び地区ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの
●国際大会等各種大会の情報
収

●レオクラブにキャンプへの参
加

●担当委員会の会議等の会場 ●担当委員会の会議等の会場 ●ＨＰ立上げと各種更新業務 　口調整業務

　の手配、設営に関する業務 　の手配、設営に関する業務 ●地区年次大会誌の発行業務・ ●担当委員会出席と活動の把握

関
係
委
員
会

ＧＬＴ・ＩＴ ＧＭＴ・ＦＷＴ Ｍ　Ｃ ＹＣＥ

分
担
す
る
業
務

●担当委員長と連絡を密にとり ●担当委員長と連絡を密にとり ●担当委員長と連絡を密にとる ●担当委員長と連絡を密にとる

●会議、研修会等の資料作成、 ●会議、研修会等の資料作成、 ●地区誌・キャビネット情報誌の ●ＹＣＥの計画立案の補助業務

　議事録の作成 　議事録の作成 　発行業務 ●派遣・受入の旅程・336受入窓

　委員長を補佐し活動の推進を 　委員長を補佐し活動の推進を ●PRに関する事業 ●ＹＣＥに関するすべてについて

　図る 　図る

内藤　晴夫 岡　　正雄

所属LC 斐川 出雲南 出雲中央 出雲中央

役職
副幹事 副幹事 副幹事 副幹事

長岡　秀治 板倉　正美

分担表②
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協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築

●会議、研修会等の資料作成、 ●平和ポスターに関する業務

　議事録の作成

関
係
委
員
会

保健福祉環境保全 青少年健全育成 地区年次大会 地区年次大会

分
担
す
る
業
務

●担当委員長と連絡を密にとる ●担当委員長と連絡を密にとる ●大会委員長を補佐し大会全般を ●大会委員長を補佐し大会全般を

　がん・環境保全に関する業務 ●レオクラブに関する業務

●担当委員会出席と活動の把握 ●薬物乱用防止に関する業務

●献眼・献血・視覚障がい福祉・ ●青少年健全育成に関する業務 　サポートする 　サポートする

　聴覚言語障がい・糖尿病・小児 ●ライオンズクエストに関する業務

伊東　　隆 三宅スミ子

所属LC 出雲中央 出雲 出雲中央 出雲中央

役職
副幹事 副幹事 副幹事 副幹事

日下　眞二 出雲　正樹

分担表③
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協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築

●地区ガバナーバッジ等

　資産の管理業務

●旅費・慶弔費の出納業務

●各特別会計文書の発行

　業務

●ガバナー経費の請求業務

　サポートする ●大会の企画・立案

●地区大会関係業務

●地区大会誌発行に関する

●地区大会会計の出納業務

●特別会計の予算・決算書の作成

関
係
委
員
会

副会計 全般 全般 地区年次大会

分
担
す
る
業
務

●地区会計予算・決算書作成 ●現キャビネット幹事補佐 ●現キャビネット幹事補佐 ●地区年次大会計画業務全般

●地区大会費会計の予算・決算書

　の作成

●地区会計月別決算書の作成 ●大会委員長を補佐し大会全般を ●大会委員長を補佐し大会全般を ●大会当日の歓迎挨拶

●地区会計の出納業務 　サポートする

重本　泰徳 内村　順亮

所属LC 出雲中央 出雲中央 出雲中央 出雲中央

役職
副会計 事務局長 副事務局長 大会委員長

平井　　昇 三原　一郎

分担表④
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　3．公式訪問に関する業務

交通

駐車場

協賛出店

出店

大会副委員長

山城　賢一

出雲レークヒル

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

大会副委員長

柳楽　　計

出雲南

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

代議員会（分科会）

ゴルフ

大会副委員長 大会副委員長

安田　秀晋

斐川

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

板倉　靖夫

出雲

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

大会副委員長

林　　謙三

出雲中央

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

●大会の企画・立案

●大会の実施

救護

式典（記念品）

祝宴（アトラクション）

会場設営

大会誌

来賓接待

お茶席

登録受付

宿泊

協
力
業
務

ＰＲ

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

【担当業務】

関
係
委
員
会

分
担
す
る
業
務

所属LC

役職

分担表⑤
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2019～2020 ガバナーズアワード（案） 

 

 

種     類 授与基準 対象期間 審査・認定 授与方法 

① 総合最優秀クラブ 1 クラブ 
2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 
地区年次大会 

② エクステンション賞 スポンサークラブ 
2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 
地区年次大会 

③ 総合優秀クラブ 

(支部結成クラブ）④⑤⑥

⑦の内特に活動が顕著な

クラブ 

５～７クラブ 
2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 
地区年次大会 

④ 会員増強部門 

(一人目の会員増強クラ

ブ） 

・クラブ員純増 5％以上の

クラブ 

・５人以上をスポンサー

した個人 

2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 

(各クラブ⇒ ZC

⇒RCで申請) 

地区年次大会 

⑤ 地域奉仕部門 

・奉仕活動が効果的な発

想で行われ、且つその成

果が地域社会に多大に貢

献したクラブ 

・継続的な奉仕活動が地

域社会に受け入れられ顕

著な実績をあげているク

ラブ 

2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 

(各クラブ⇒ ZC

⇒RCで申請) 

地区年次大会 

⑥ LCIF部門 
LCIF事業に特に貢献著し

いクラブ 

2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 
地区年次大会 

⑦ PR・IT部門 
地域社会に最も効果的な

PRを実施したクラブ 

2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 
地区年次大会 

⑧ 会長・幹事・会計 

リダーシップ賞 

マンスリ－レポ－ト提出

が期限内に正確に提出さ

れること、国際会費・地

区費が期限までに納入さ

れること 

2019.3～

2020.2 

キャビネット 

選考会議 
地区年次大会 

⑨ ガバナー特別功労賞 特に賞に値する者 
2019.3～

2020.2 
ガバナー専決 地区年次大会 

⑩ 地区特別功労賞 特に賞に値する者 
 

 
 



式典（記念品）

祝宴（アトラクション）

会場設営

大会誌・ＰＲ

来賓接待

登録受付

宿泊

代議員会（分科会）

ゴルフ

交通・駐車場

協賛出品・出店

救護

大会事務局

大会委員長

内村　順亮 （出雲中央）

安田　秀晋 （斐　　川）

柳楽　　計 （出 雲 南）

大会副委員長

（出雲中央）林　　謙三

山城　賢一 （出雲ﾚｰｸﾋﾙ）

板倉　靖夫 （出　　雲）

安田　秀晋

柳楽　　計

板倉　靖夫

安田　秀晋

山城　賢一

出　　雲

12

6

7

8

9

10

11

出　　雲

斐　　川

斐　　川

出雲ﾚｰｸﾋﾙ

出 雲 南

出　　雲

1

2

3

4

5

担当クラブ

出雲中央

出雲中央

出雲中央

出雲中央

出　　雲

部会長 副部会長

局　長 三原　一郎 （出雲中央）

副局長 重本　泰徳 （出雲中央）

運営部会

副幹事 内藤　晴夫 （出雲中央）

副会計 平井　　昇 （出雲中央）

出雲　正樹 （出　　雲）

副幹事 長岡　秀治 （斐　　川）

副幹事 日下　眞二 （出雲中央）

副幹事 板倉　正美 （出 雲 南）

副幹事 泉　　基由 （出雲ﾚｰｸﾋﾙ）

副幹事

副幹事 三宅スミ子 （出雲中央）

第６６回地区年次大会運営組織表（案）

加藤　哲夫

大会顧問 大会会長

福代　明正

大会副会長

澤　　辰水

坪内　幹雄

大会幹事

キャビネット役員

大会会計

森山　　茂 （出雲中央）

板倉　靖夫

板倉　靖夫

板倉　靖夫

林　　謙三

林　　謙三

林　　謙三

林　　謙三

担当大会副委員長

副幹事 松岡寿一郎 （下　　関）

伊東　　隆 （出雲中央）

副幹事 岡　　正雄 （出雲中央）

矢田二三夫 （出雲中央）

副幹事
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TEL：０８５３－２５－７８１４ FAX：０８５３-２５-７８１５ 

E-mail：d336-izumo@eagle.ocn.ne.jp 

 


